
　パームオイル生産大国として知ら
れるマレーシアとインドネシア。両
国で世界シェアの９割以上を占める。
中でもマレーシアは2020年までの先
進国入りを目指し、パームオイル産
業の主要産業化政策を推し進めてお
り、その近代化と増産にさらに力を
入れていく方向だ。一方、生物多様
性への影響や土地問題のほか、全国
で約430に上るパームオイル工場か
らの排水による環境への影響が懸念
されている。現在、同国政府は排水
基準の強化に取り組んでいるものの、
安定的な処理技術が不足するなどの
課題に直面している。
　2013年度のJICA案件化調査に採
択されたマレーシア「パームオイル
工場の排水処理高度化・循環利用案

件化調査」は、こうした課題と中小
企業の技術・製品のマッチングを主
眼に実施された。提案企業は阪神動
力機械（株）（大阪市此花区）。同
社は1950年、歯車減速機の開発・製
造を中心に事業をスタート。特筆さ
れるのは、世界初となる水中機械式
曝気攪拌装置「アクアレータ」を75
年に開発し、国内外の排水処理施設
などを対象に１万台以上の納入実績
を上げていることだ。アクアレータ
は、水中で強力な曝気・撹拌を行い、
槽内全体に酸素を供給し、有機性汚
濁物質を分解する水中微生物の浄化
機能を活性化させるという製品特性
を持つ。マレーシアでの導入・普及
を目指すのもこの製品だ。
　案件化調査では、セランゴール、

ジョホールバル両州にあるパームオ
イル工場排水処理施設などを調査。
水質汚染や処理能力などの状況、汚
泥の燃料化・堆肥化設備による資源
販売の可能性、アクアレータの実証
試験対象地の選定などを行い、2014
年度に応募し採択されたJICA普及・
実証事業で、いよいよアクアレータ
３器を現地に持ち込み、適用・実証
試験を展開していく。
　同社の泉井博行社長は、「ODAに
よる支援は“呼び水”。有効に活用
させていただき、マレーシアでの事
業化を起点に東南アジア諸国に水平
展開していきたい」と話す。普及・
実証事業の本格化はこれからだ。

　2012年度の外務省委託費事業「案
件化調査」の一つとして採択された
のが、ベトナムを対象とした「ダム
およびダム下流水環境改善事業」だ。
ダムや河川の水門（取水・放流設
備）、水処理設備などに高い技術力
を持つ提案企業の（株）丸島アクア
システム（本社：大阪市中央区）は、
案件化調査の成果を踏まえ、13年度
のJICA普及・実証事業に応募し採択
され、16年１月までの予定で精力的
に事業推進にあたっている。
　ベトナムではこれまで619基のダ
ムが建設され、近年は毎年10数基の
ダムが新規に建設されている。その
一方、課題として浮上してきたのが
水環境対策の欠如によるダム湖の水
質悪化だ。貧酸素化による水質の悪

化により、ダム湖や下流域での水道
水源、さらに河川などを利用する漁
業や農業に悪影響を及ぼしているた
め、その対策が急がれている。こう
した情報を同社に寄せたのは、国内
公共事業などで提携関係にあり、現
地に拠点を持つ（株)日建設計シビル。
ベトナムの課題に対応すべく、中小
企業海外展開支援制度を使い、丸島
の技術と製品の適用化を図ったらど
うかという提案を受けた。
　案件化調査では、ベトナム国内の
複数のダム湖を調査し、ダム貯水池
の貧酸素化状況の把握に努め、その
水質影響などを確認した。続く普
及・実証事業では、案件化調査の結
果を踏まえ、ホアビン省のチョンダ
ムに水没式深層曝気装置、コンプレ

ッサー、送気ホースから成る水質保
全・改善装置を設置。パイロット試
験と水質動向の追跡分析などが行わ
れている。チョンダムの容量は400
万立方メートルで、現地では中規模
のダム。事業実施に当たる同社技術
本部環境エンジニアリング部の矢延
孝也部長、同・山岸真孝課長による
と、底層の貧酸素化はかなり改善さ
れており、良好な状況を保持してい
るという。「今回の事業結果を踏ま
え、積極的に受注活動を展開してい
く。事業の公共性から例えば日本の
政府開発援助（ODA）への参画や先
方政府予算での実施につなげたい」
と矢延部長は話している。
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ODAを活用して海外事業展開を目指す中小企業 とコンサルタント

ベトナムのハイフォン港に陸揚げされる丸島アクアシステムの深層曝気装置

チョンダムでの設置工事

「案件化調査」における採水調査 実証試験予定地となる工場排水処理施設

マレーシア・パームオイル委員会との協議

ダム湖の水環境改善装置を普及し
下流域住民の暮らしと健康を守る

大阪市　➡　ベトナム
（株）丸島アクアシステム

島岡 秀和代表

水中機械式曝気撹拌装置で
パームオイル産業の成長を支援

大阪市　➡　マレーシア
阪神動力機械（株）

泉井 博行代表

［外部人材参加：（株）日建設計シビル］ ［外部人材参加：三菱UFJリサーチ＆
コンサルティング（株）］

阪神動力機械が開発・製造する「アクアレ
ータ」。水中で稼働するため、「しぶき」など
が発生しないほか、機械式のため目詰まり
することもない


